
近畿地方の社会資本整備による整備効果
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和歌山下津港におけるコンテナターミナルの整備により、
４０ｆコンテナ１個当たり片道約５万円の陸送費用を削減

高規格堤防の整備延長と�
氾濫危険回避戸数の状況

連続立体交差事業による踏切除去

（大阪府下では連続立体交差事業により260箇所の踏切除去）

氾濫危険区域内戸数（千戸）

整備延長（km）

近畿の活性化を支援する交通基盤の整備 安全で安心できる暮らしの実現

快適で活力のある都市の再生

連続立体交差事業

河川整備（淀川）高規格幹線道路の整備

鉄道の整備

都市内の交通円滑化、消防車・救急車などの緊急車両の到
達時間の短縮、踏切事故の解消に寄与

概ね10年後には河川整備により河道の流下能力が向上するとともに、スーパ
ー堤防整備により氾濫危険区域内戸数が減少します。

和歌山下津港
和歌山市内

和歌山下津港
和歌山市内

大阪港 大阪港

戦後最大クラスの洪水の流量
最寄りＩＣに１時間で接続する近畿圏内の地域

所要時間の短縮、乗換回数の低減による利便性の向上等が図られます。

○京阪中之島新線

　現在

　将来

　現在

　将来

大阪国際会議場～新福島駅～JR京橋駅（うち徒歩12分）

大阪国際会議場～玉江橋駅～JR京阪京橋駅（うち徒歩4分）
また、淀屋橋等主要ターミナルでの混雑が緩和される

また、難波駅等主要ターミナルでの混雑が緩和される

21分

12分

○阪神西大阪線延伸線

乗換2回　1時間28分

乗換なし　1時間10分

近鉄奈良駅 阪神三宮駅

近鉄難波駅

（相互直通運転）

地下鉄梅田駅

鉄道アクセスが不便な中之島西部地区等の移動時間短縮

奈良、大阪、神戸を相互直通運転で結ぶ利便性向上と所要時間短縮

注）大阪府内の連続立体交差事業箇所を対象

概ね10年後には、近畿の約８割の地域が高規格幹線道路のＩＣに１時間でア
クセスできるようになります。

※３０～４０年に一度の確率の降雨時の流量
注）この評価は対象洪水に対する堤防の断面で評価しており、堤防の強度等は考慮していない。
　 よって併せて、護岸の設置、耐震対策等を実施する必要がある。　
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神戸港

陸送費用�
40ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ�
1個あたり�
約2.7万円

陸送費用�
40ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ�
1個あたり�
約11.7万円

舞鶴港における
多目的コンテナ
ターミナルの整
備に伴う輸送経
路の効率化

大阪港における国際海上コンテナターミナルの整備に伴い、大型のコンテ
ナ船の入港が可能となり、大阪湾とロサンゼルスの間の海上輸送コストが
１ＴＥＵ当たり約２万円、約４０時間削減され物流が効率化されます。　

スーパー堤防の整備延長と回避される氾濫危険区域内戸数の状況

に対する河道の流下能力の状況
※
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注）ＴＥＵは、２０フィートコンテナ１個を１ＴＥＵ、４０フィートコン
テナ１個を２ＴＥＵとして換算するコンテナの数の単位。

コンテナターミナルの整備
舞鶴港における多目的コンテ
ナターミナルの整備に伴い、
現在、神戸港を経由して輸送
されている舞鶴市街とアジア
の間の貨物が舞鶴港経由を
も選択できることとなり、40フ
ィートコンテナ1個当たり、約9
万円の陸上輸送（陸送）費用
が低減され物流が効率化され
ます。
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【高規格幹線道路】  

　　現在（供用済み） 

  　将来（概ね１０年後）
  　までに供用予定

【最寄りＩＣへの１時間接続圏】
　　　　（近畿地域内）

　　現在

　　将来(概ね１０年後)
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◆最寄りのＩＣへの1時間接続圏


